
（単位：千円）

課題解決
への取組み

事業の
方向性

令和６年度
予算要求

[事業担当課]

予算編成
結果

[財政課]

令和
４年度

令和
５年度

増額
（要求

額:67,500）

【理由】
今後も需要が
見込まれるため

現状維持
（要求

額:27,524）

【理由】
前年度と同程度の
事業運営のため

外部評価結果に対する
今後の事業展開
（事業担当課）

予算編成状況 予算額の推移

令和５年度 川口市行政評価外部評価委員会　評価対象事業総括表

67,193 67,171

経営支援事業
（経営支援課）

現状維持 現状維持
要求額
どおり

27,170 28,303

地球温暖化対策
活動支援事業
（環境総務課）

改善 改善
要求額
どおり

資料（１）



事業名 担当課

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

委員会 改善の必要あり

担当課 改善

増額

令和５年度　外部評価委員会からの評価に対する対応方針について

【外部評価結果に対する担当課における方針の概要】

地球温暖化対策活動支援事業 環境総務課

　令和４年度は大きく実績が増加し、これを基に考えると蓄電池の実績増加などにより７，２０
０万円の予算が必要と見込むが、本市の財政事情を考慮し、大幅な増額要求は困難であることか
ら最小限の増額とする。

②事業の方向性

１　外部評価結果に対する今後の事業展開について

①課題解決への
取り組み

２　令和６年度予算作成にあたっての考え方 予算計上の方向性

　制度の周知に向けて、提案いただいたＳＮＳの活用を図り、市民の認知度向上に努める。ま
た、経済的なメリットをＰＲして市民の関心を高めるため、太陽光発電システムを導入した場合
のモデルケースについても引き続き研究するとともに、省エネなどの支援メニューについても研
究する。
　さらに、事業の効果を明確にするため、目標件数など何らかの指標を設定し、２０３０年度ま
での削減目標を達成するための進捗状況を見える化する。



千円

※（参考）当初予算額の推移

令和６年度 67,500 329

令和４年度 67,193

令和５年度 67,171 -22

その理由
地球温暖化への問題意識の高まりから、今後も需要の増加が見込まれると考
える。
増額ではあるものの、必要最低限であるため要求どおりとしたもの。

単位：千円

年度 当初予算額 前年度比

３　予算編成結果

予算要求額 67,500

財政課の
予算編成結果

要求どおり



事業名 担当課

委員会 改善の必要あり

担当課 現状維持

委員会 概ね適正

担当課 現状維持

現状維持

　相談、補助金の活用等、事業の活用事例をホームページ等で情報提供に努めていくことで、事
業の認知度の向上、各種支援を利用しやすい雰囲気づくりを図っていく。
　また、各種支援について進捗、目標、達成度を適切に管理していく。特に、各種支援を利用し
た事業者に対するアンケート調査等については、設問内容を見直すことでより効果が把握できる
内容に改善していく。

　令和６年度予算については今年度と同程度の要求額とし、その中で１で述べた点について改善
を行っていく。長期的には、今後もその時々に応じた市内企業の課題について、その解決に資す
る支援を実施していく予定であるが、商工会議所等の支援機関との間での役割分担についても議
論を行っていく。

令和５年度　外部評価委員会からの評価に対する対応方針について

【外部評価結果に対する担当課における方針の概要】

１　外部評価結果に対する今後の事業展開について

①課題解決への
取り組み

②事業の方向性

２　令和６年度予算作成にあたっての考え方 予算計上の方向性

経営支援事業 経営支援課



千円

※（参考）当初予算額の推移

令和６年度 27,524 -779

令和４年度 27,170

令和５年度 28,303 1,133

その理由
近年の市内企業等のDX化の動きや創業を支援する経費等について、多角的な
経営支援により、本市産業の更なる発展と活性化するために必要最低限な要
求と判断したもの。

単位：千円

年度 当初予算額 前年度比

３　予算編成結果

予算要求額 27,524

財政課の
予算編成結果

要求どおり


